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はじめに
本 稿 は,ド ィ ッお よび オ ー ス ト リア の 経 済 学 者 ル ー ドル フ ・ヒル フ ァデ ィ ソ
く　な
グ(RudolfHilferding,1877～1941)伝の 初 章 を な す 。 か れ の 伝 記 と して,シ
(1)筆老 は,若 き ヒル ファデ ィングの伝記 を書い てきた ので,下 記 の順 で読 んで頂 ければ
幸 いであ る。
1.本 稿
2.「 若 き ヒル ファデaン グー そ の ウ ィー ン時代」(r季 刊社会 思想』3巻2号,
1973年)
3.「 ドイツ社会 民主党 とス トライキ論争一 ヒル ファデ ィングとPLザ 」(『 労働
運動史研究』59集,労 働旬報社,1976年)
4.「 ヒル ファデ ィン グとr金融 資本論』の時代」(r歴史学研究』418号,1975年3月)
5.「 第1次 世界 戦争 とヒル フ ァデ ィソグー ベル リン時代」(『 商 学討究』27巻2
号,1976年)1
6.「 ヒル ファデ ィング(1915～1918年)一ハプ ス ブル ク帝国 の第1次 世界 戦争時
代」(r人 文研 究』56輯,1978年)
なお,こ れ 以外 に参考 として
7.「 ル ー ドル フ ・ヒル ファデ ィン グの伝記 的新資料」(r三 田学会 雑誌』65巻10号
1972年)
8.r金 融 資本論 の成立 』(青 木書店1975年)
9.RudolfHilferding.WienerZeit.EineBiographie(1.II。III),in:『商学
討究』(26巻2号,1975;29巻2号,1978年;30巻1号,1979年)
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ユタイ ジ2≧ゴッ トシャル 凸)き わめ七短 い作品がある。前者は小冊子 であ り,
後者は同氏の著書の第1章 である。双方 とも伝記 としては不十分なものである。
ハプスブルク
・・プ ス ブル クHabsburg家は,第1次 世 界 戦 争 を き っ か け に ,ロ ・マ ノ ブ,ホ
一エ ソツォル レル ソ両家 とともに ,世 界地図 の上 か ら永久に消え去 った王朝で
あるが,欧 州随一を誇る由緒ある名家であった。すなわちナポレオ ソの登場 ま
り ゆ
では,神 聖 ローマ帝 国皇帝の冠を戴 いていた のである。同家 を興 した 人物は,
ルー ドル フ1世(RudolfI,ドイ ツ国王 として在位1273～91)であ り,も とは
スイスの小領主であった。英明の人 と呼ばれるかれは,ド イツ国王に選ばれて
か ら,東 方諸 国を支配 し,帝 国の礎 を築 いた。詩人 フ リー トリヒ ・シラー(Fr
iedrichSchiller,1759～1805)は,バラ ー ド 「デ ア ・ グ ラ ー フ ・ フ ォ ソ ・ハ ブ
ぐの
ス ブ ル ク」DerGrafTvonHabsburgで,この ル ー ドル フ王 を 讃 え て い る が,
それは故な しとしないのである。
ドイ ツ人の支配は,ハ プスブル ク家に先立つバ ーベ ソベ ル ク 家DieBaben'
bergerか ら数 え れ ば,ほ と ん ど 千 年 に お よ び,か か る ナ ー ス ト リ ア の 君 主 国
(2)AlexanderStein,RudolfHi/ferdingunddiedeutscheArbeiterbewegu.
ng.Hamburg1946.シ ュ タ イ ソ(本 名AlexanderRubinstein,1881～1948)当時 ロ
シ ア領 で あ った レ ッ トラ ソ ドの ヴ ォル マ ール に生 まれ る。 リガで 化 学 を学 ぶ 。1901年社
会 民 主 党 に 入 り,ロ シ ア の1905/1906年の 蜂 起 に参 加 後,逃 走 。 チ ュー リ ヒ,ラ イプ チ
ヒで学 ん だ 後,ベ ル リソ へ 出 て,『 フ ォル ヴ ェル ツ』 で 働 き,ヒ ル フ ァデ ィソ グ と親 交
を結 ぶ 。 『ラ イ プ チ ヒ人 民 新 聞』 『ノ イエ ・ツ ァ ィ ト』 に 寄 稿 。 ドイ ツ革 命 後 『デ ア ・
ゾチ ア リス ト』 の仕 事 を し,1919年ヒル ファデ ィン グ編 集 長 の下 『フ ライ ハ イ ト』 で働
く。 そ の 後 『フ ォル ヴ ェル ツ』 で 仕 事 を す る。 ナチ ス政 権 後,1933年秋,チ ェ コス ロ ヴ
ァキ アへ 亡 命 。1938年までrノ イエ ル ・フ ォル ヴ ェル ツ』rゾ チ ア リス テ ィ ッシ ュ ・ア
クチ ナ ー ン』 で働 く。 そ の 後 ア メ リカへ 亡 命 し,1948年ニ ュ ー ヨー クで 客 死 す る。
(3)WilfriedGottschalch,StruleturverdnderungenderGeseltschaftundPolit■
ischesHandelninderLehrevonRudolfHilferding.Berlin1962.邦訳 『ヒ
ル ヲ ァデ ィソ グ』 ミネル ヴ ァ書房1973年 。
(4)1806年に フ ラ ソ ツ 皿世(FranzIL)は 神 聖 ロ ーマ 帝 国 皇 帝 を 退 位 した 。
(5)ハ プ ス ブル ク家 の 出 自に っ い て は,HugoHantsch,DieGeschichteOsterreichs.
Band1,5.Aufl.,Graz"WienK61n'1969,4.Kapitelを参 照 。
(6)『 シル レル詩 全 集 』 下 巻,白 水 社.所 収 。、
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では,す べての ものが持続 し,す べてが不動 の もの として築かれている よ うに
見えた。そ の頂点に老帝 フラ ソツ ・ヨーセ ブ1世(FranzJosephI.在位1848～
1916)が立 っていた。かれは毎 日宮 廷(Hofburg)で勤勉に政務 を と り,国 民
に人気があ った。人び とは身分制度 の枠 内で分をわ きまえていた し,帝 権が神
に授け られた もの と信 じていた。 だか ら皇帝制度 は続 くであろ うと思われた。
だが,長 い支配を続け る この帝国 も,1848年の革命でそ の没 落の序曲が奏 で
　
られ ていた とは,今 で こそ 言 うことがで きる。 メッテル ニ ヒの絶対主義 体 制
は,新 絶対主義Neoabsolutismusへとかわ った。 近代資本主義がそ の本格的
歩みを開始 した。そ れ とともに,お びただ しい数 の労働老階級が成 長 しは じ
め,か れ らは,の ちに君主制 の一 資本主義 のではな く一 墓掘 り人 として登
場す る。
革命中即位 した フラソッ ・ヨーセフ1世 は,晩 年 にいた り,帝 国最後 の皇帝
と言われ る ようにな った。 歴史 の経過を見れば,そ れは誤 りであった。 しか
し,事 実上は正 しか ったのであ る。 とい うのは,同 帝が1916年に崩御 した後,
帝国は形 の上だけ2年 間続 きこそす れ,す でに帝国を維持す るいかな る試み も
無駄におわ った し,そ の没 落をお しとどめ るす べはなか ったか らであ る。
くきき
帝国の没落 のa9-一幕は,1867年の アウスグライ ヒAusgleichによって切 って
落 とされた。1866年の対 プ ロィセ ソ戦争にオース トリアが敗北 した後,ハ ソガ
リーは民族 自治 を要求 し,1867年にそれを獲得 したのである。1848年革命 のさ
い,オ ース トリアはハ ソガ リーにそ の約束 を していた のであ った。国家の中に
国家が でき,こ こに帝国の民族的解体過程 の第1歩 が公然 と認 め られたのであ
る。 これ以降,こ の国は,口 では オース トリア と言わ れ,文 書 では オース トリ
ァ=ハ ソガ リー帝国 と名づけ られた。
ローベル ト・ムジールが,カ カーニエ ソと椰諭 した国の成立であった。 この国
く　 ヒ ロ
はkaiserlich・k6niglich(帝国 一 王 国)で も あ れ ばkaiserlichundk6niglich
(7)邦書 と して,矢 田俊 隆rメ ッテル ニ ヒ』 清 水 書 院1973年 。
(8)Ausgleich(英:Compromise)は,「調 整 」 「妥 協」 と訳 さ れ る。
Vgl.ForschungsinstitutfUrdenDonauraum,hrsg.,Derb'sterreichsich-unga.
rischeAusgleichvon1867.Wien1967.
(9)kaiserlichはオ ー ス ト リ ア の,k6niglichは ハ ン ガ リー の,を 意 味 す る。
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(帝国お よび王国)で もあ った。 あ らゆ る事物 と人間が,K・Kま たはK.u。
くユゆ
K.とい う略号をつけていた。 〔頭文 字K(カ ー)・K(カ ー)で,ム ジ ール
は カカーニエ ソとした のである。〕 それは,マ ソホールの鉄 の蓋に までつい て
いた。 だが,ど れにKK.を つけ,な ににK・uK・ をつければ よいQか を
知 るためには一種 の神秘学が必要 だ った。
この国は憲法 に よれば 自由主義 的だが,実 際 の政治は カ トリック教権に もと
つ いてお こなわれた。 しか し,ひ とび との生活は 自由思想に したが っていた。
議会はあったが,た いていは閉会 されていた。 この国の政治 ・外交 の中心は宮
廷であ ったが,カ トリック国ハ プス ブル クの都 ウ ィーソの精神的中心は,聖 シ
ュテフ ァソ寺院(St.StephanDom)であ った。
帝国の没 落の第二幕は,1914年か らは じまった。そ して この幕 のテ ソポは き
わめて速い ものであった。ハ プスブル ク王朝に対す る忠誠心の消失,帝 国領内
諸民族の独立,こ れ らに よって帝 国は崩壊 した のであ る。 この直接 のきっかけ
ご　 ラ けセコ
は,第1次 世 界戦争その ものであ った。 きわ めて長い眼 で見れば,急 速 な経済
的変化 と民族問題,こ れ らの歴史的状 況の新 しい要 求に,ハ プス ブル ク帝 国は
本質的に適応 できなか った のであ る。
この古 い君主国をか ぎ りな く愛 した作家 ヨーゼ フ ・ ロ ー ト(JosephRoth
ぐ　か
1894～1939)は,『ラデ ツキ ー行進 曲』Radetzkymarsch(1932)の中で象徴
的な会話 を与 えてい る。
「もはや祖 国は存在 しないのです ……」
「わた しにはわか らない!ど うして君主国が もはや存在 しないのですか?」
「もちろん!言 葉 どお りに とれば,そ れは まだ あ ります。わ れわ れには まだ
軍隊があ ります か ら……そ れか ら役人 も……。 しか し君主国は生 きなが らに崩
壊 してい るのです。 ……時は もはやわれわれに利 あ らず です!現 代 は まず独立
⑩ ローベル ト・ムジール 『特性のない男』新潮社。
⑪ 戦争については,さ しあた り,テイラーr第1次 世界大戦』新評論1979年;ハー ト『
第一次世界大戦』 ブジ出版。
⑫Cf.R.A.Kann,AHistoryo/HabsburgEmPire.1974.
⑬ ソルフェリーノの戦いでたまたまフラソツ・ヨーセフ1世の命を救い貴族に叙せられ
た トロッタ家3代 の運命と,同時にオース トリア=ハ ンガリー二重帝国そのものを主人
公にした長編小説。
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した民族国家を生み 出そ うと してい ます。 人び とは もはや神を信 じていな い。
新 しい宗教はナ シ ョナ リズムです。諸民族は もはや教会へ行 きません。かれ ら
は民族結社へ行 くのです。君主国は,わ れわれ の君主 国は,敬 神を,神 がキ リ
ス ト教 を信ず る しか じかの数 の民族 を統治す るよ うにハプスブル ク家を選 び給
うた のだ とい う信仰 を,基 礎 としています。われわれの皇帝は,法 王 とは この
世 におけ る兄弟なのです。皇帝 は神 の使徒た るオース トリア=ハ ソガ リーの陛
下 なのです。かれ以外 の何び とも,神 の使徒ではあ りませ ん。 ヨー ロッパの ど
の帝王 も,か れほ ど,神 の恩寵へ の信仰に依存 してはいないのです。 ドイ ツの
皇帝に,神 に見捨 て られて も,依 然 として統治 します。 ……オース トリア富ハ
ソガ リーの皇帝は神に見捨 て られてはな らないのです。 しか し今,神 は皇帝を
くユるラ
見 捨 て 給 うた の です!」
ハ プ ス ブ ル ク帝 国 は ヨ ー ロ ッパ 最 大 の 帝 国 の1つ で,そ の領 土 は,オ ー ス ト
リア 側(Cisleithanien)とハ ソ ガ リー王 国 側(Transleithanien)とに わ か れ
て い る。19世紀 の 後 半 に,前 者 に は つ ぎ の 諸 州 が 属 した 。 ガ リチ エ ソ,ク ラ カ
ゥ,シ ェ レ ジ エ ソ南 部,メ ー レ ソ,ベ ー メ ソ,ニ ー ダ ー ・エ ス テ ラ ィ ヒ,オ ー
バ ー 。エ ス テ ラ ィ ヒ,シ ュ タ ィ エ ル マ ル ク,ク ラ イ ソ,ケ ル ソ テ ソ,サ ル ツフ
ル ク,テ ィ ロ ー ル,フ ォ ア ア ー ル ベ ル ク,イ ス トリエ ソ,ダ ル マ チ エ ソ,そ れ
に イ タ リア の,ヴ ェ ネ チ エ ソ,ロ ソバ ル ダ イ,モ デ ナ,ト ス カ ナ,で あ っ た 。
けうう
ハ ソ ガ リー王 国 に は,ウ ソ ガ ル ソ(=ハ ソ ガ リー),ジ ーベ ソ ビ ュ ル ゲ ソ,ク
ロ ア チ エ ソ,ス ラ ヴ ォ ニ エ ソが 属 し,1878年に ボ ス ニェ ン,ヘ ル ッ ェ ゴ ヴ ィナ
く　　
が 帝 国 の 管 理 下 に 入 った(図1参 照)。
こ の 帝 国 は,か か る領 土 を支 配 して い た た め に,当 然 多 民 族 国 家 で あ っ て,
そ の 諸 民 族 の 数 は 実 に11をか ぞ え た の で あ る。 す なわ ち,ド イ ツ人i、ベ ー メ ソ
人,メ ー レ ソ人,ス ロヴ ァ ク人,ポ ー ラ ソ ド人,ル テ ニ ア 人,ス ロ ヴ ェ ー ン人,
セ ル ビ ア 人 と ク ロア ー ト人,イ タ リア 人,ル ー マ ニ ア 人,マ ヂ ャ ー ル 人 で あ っ
た 。 しか し これ に 加 え て,ユ ダヤ 民 族 が この 帝 国 内 に 生 活 して い た の で あ る 。
⑯ 『ホ ーtフマ ンス タール ・ロー ト』世 界文学大系,筑 摩 書房,276ペー ジ。
㈲ 現在 のオース トリアに属 す るブル ゲ ンラン トは,当 時 ハ ンガ リー領。
⑯Atlaszurallgemeinenundb'sterreichischenGeschichte,Wien,Karte52.
?
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ウィー ンのユダヤ人社会
ヒル ファデ ィソグは,帝 国の首都 ウィーソに ユダヤ人を両親 とし て 生 ま れ
た。だか らかれ もユ ダヤ人であ る。そ のため,ま ず,ユ ダヤ社会 について考察
してお こう。
ところで,ユ ダヤ人問題を語 る前に,3つ の点を予 め注意 してお く必要があ
る。
第1に,ド ィ ッチャー(『非 ユ ダヤ的 ユ ダヤ人』)の発言であ るが,ナ チ ズム
以前 の時代に,ユ ダヤ系 イ ソテ リは,そ のユダヤ人 としての役割や身分を規定
す るとい う必要性な どは,全 く感 じていなか った よ うであ る,と い う点 で あ
る。
第2に,J・P・ サル トル(『ユ ダヤ人』)に よれば,反 ユ ダヤ主義は,非 ユ
ダヤ人がつ くり出 した観念にす ぎず,か つ また非理性的な ものであ る,と い う
指摘 である。
第3に,欧 州 のユダヤ人社会 を一般的に論 じる ことは できず,少 くとも東欧
型 と西欧型 に大別す る必要があ る とい う点である。
か くして,第1・ 第2の 点 の指摘 を念頭に入れて,ユ ダヤ人 とそ の社会 を論
ず る必要があ るが,第3点 か らは じめてみ よ う。 ユ ダヤ人の地位は,そ の国そ
れぞれにおいて異 っていた。欧州 のユダヤ人の大部分は,ロ シ ア,ポ ー ラ ソ
ド,ル ーマ ニアに住 んでいた。かれ ら東欧のユ ダヤ人は,ほ とん ど一般人か ら
孤立 して,か れ らだけの小 さな村落,ユ ダヤ人街(ゲ ヅ トー)の 中で生活 して
いた。一方,19世紀 には,西 欧諸国のユ ダヤ系住民は,主 として中産階級に属
していた,と 言われ る。そ して西欧では,他 民族 との同化 とな らんでユダヤ人
の解放がすす んでいた。東欧 のユダヤ人 社会は,そ の反対であ り,圧 迫 され隔
離 されていたのである。 ところで東欧 のユダヤ人は西欧 のユダヤ人を軽蔑 して
いた。 かれ らは同 じ人種 ではあ ったが,精 神構造 は全然別個であった。市民階
級,富 裕階級 に属 していた西欧 のユ ダヤ人は,聖 書 や祈祷書箱を もちあ る くこ
とに よって敬虜 さ と権威を示 したが,東 欧 のユダヤ人はそ の よ うな必要はなか
'
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った。,
さて,ウ ィー ソは,地 理的には東欧 とい って よいのであ るが,そ のユダヤ人
社会は,今 のべた社会的 タイプの相違か らすれば,西 欧型 に入 る し,そ うす べ
きであ ると思われ る。
ユダヤ人は ウィーソに17世紀 以来住みついていた。かれ らは金貸業が得意で
あ った といわれ る。 もっとも当時 の状 況か ら言えば,金 貸業 とは質屋に他 な ら
ない。質屋は,軍 人や官吏 を相手 に高い利子で金を貸 し,利 益を えていた。 か
れ らの俸給が確実で あった か らであ る。 ウィー ソの ように極端な カ トリック社
会では,異 教 徒であるユダヤ人の評判は悪か った。 マ リア ・テ レジア(Maria
Theresia在位1740～1780)の時代には決定的 な反 ユダヤ人政策は とられなか
ったが,ユ ダヤ人は経済的に重要 な位置につけない ように統制 されていた。
オース トリアのユ ダヤ人 の歴 史に とって1つ の画期 をな した のは,ヨ ーセ ブ
2世(Joseph皿在位1780～1790)の治世であ った。啓蒙主義者 ヨーセ フは,
ユ ダヤ人に対す る寛容令(DasToleranzpatentfUrdieWienerJudenvom
2.Janner1782)を布告 した。 「寛容」,.これ こそ社会思想史上,「 近代」を
特徴 づけ る もので ある。 この法令は,ユ ダヤ人を市民社会 に同化 ・編入 し,一
般的経済活動を認 め,学 校教育を進 め よ うとした ものであった。そ して,ま ず
ロわ
ウ ィー ソがそ のモデルに されたのである。 この動機 は,国 民経済的な理 由であ
ったo
ユダヤ人の一部に,国 家や貴 族に金を貸 して富裕 にな る者がで て き た。 ま
た,国 家に功労 のあ った ユ ダヤ人,国 家に金を貸 した ユ ダヤ人,製 造業 ・工場
建設にたず さわ るユ ダヤ人は,ウ ィーソの市 内に住む ことがで きる よ うにな っ
た。 この市 内 とは 旧市 内であ り,現 在 の第1区 に相 当す る。19世紀 中葉 まで,
これは城壁Basteiに囲 まれてお り,こ れ こそ ウ ィー ソ市であ った。
しか し,ヨ ーセ ブ2世 の啓蒙的諸改 革は,貴 族の抵抗,フ ラソス 革 命 の 勃
発,そ してかれ の死に よって,反 動期 をむ かえる と,廃 止あるいは後退 させ ら
⑰ マ リア ・テレジア,ヨ 一ーセフ2世時代の経済政策について,拙稿 「ハプスブル ク帝国
と重商主義」(『 三田学会雑誌』71巻5号,1978年10月)
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れ るに至 った。
一方 ,こ の反動の時代で も,ユ ダヤ人の銀行 家は急遠 に資本蓄 積 を し,貨
幣 ・信用市場 で支配的な地位をえた。た とえば,ア ル ソシュタイソやエス ケレ
スは貯蓄銀行 やオ ース トリア国民銀行の創立に加わ ったのであ る。
オース トリアの寛容 に対 して,フ ラソス大革命はユ ダヤ人の解放 を 実 現 し
た。す なわ ち,1791年に ジャ コバ ソ党の下 でユ ダヤ人の平等権 が認め られた の
であ る。そ の後,オ ース トリアのユ ダヤ人 も,1830年の フラソス革命を きっか
けに,解 放 を望 んだ。かれ らは,一 部 の富裕 なユ ダヤ人,す なわ ち ロー トシル
ト(Rothschild,ロスチャイル ド)家 に代表 され る銀行家や大商人を,か れ ら
の解放 に とって障害 であ る と見た。すなわち三 月前期 のオ ース トリア政府の支
柱 であ る と考 えたのであ る。1840年に ウ ィー ソで,後 に大 きな影響 を与 える こ
とにな る,パ レスチナ移民計画 を唱 える人が 出た。 しか し,当 時解放を望 んで
いた オース トリアのユ ダヤ人に とって,こ の案は影響 力を もた なか った。
1848年の ウ ィー ソ革命 で,zダ ヤ系知識 人は重要な役割を演 じた。 と くに医
者や学生がそれであ った。 この革命期 に,小 ブル ジ ョア階級 や カ トリック教 会
か ら宣伝 された のが,反 ユ ダヤ主義Anti・semitismusであ る。 しか し,革 命
を経験 して この世代のユ ダヤ人の希望 とな った のは,自 由への要求であ った。
革命後 の新絶対主義時代 につづいて,「自由主義」 の時代にな ると,や っ と
ユ ダヤ人の法律的制限がな くな った。た とえば,1867年に信仰 の 自由が認 め ら
れた のであ る。 こ うして,オ ース トリアのユ ダヤ人が,市 民 として1人 前 に認
め られ るよ うにな った のは,19世紀 のおわ りの3分 の1の 時代か らであった。
ウィーソにユ ダヤ人は どれ位いた のであろ うか。そ の人 口は,
1848年以前に,4,000人
ロ　
1857年 に,6,217人(ウ ィ ー ソ 総 人 口287,824人 の2.16%)
1869年 に,40,500人
a♂WolfgangHausler,Toleranz,EmanzipationundAntisemitismus。
Das6sterreichischeJudentumdesburgerlichenZeitalters(1782-1918)in:
Drabek,Hausler,Schubert,Stuhlpfarrer,Vielmetti,1)asO'sterreichische
Judentum.JugendundVolk,WienMifnchen1974,S,107.
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1880年に,72,588人(ウ ィーソ総 人 口721,551人の10%)
であった。上掲 の1869年に,ウ ィーソのユ ダヤ人は,
チス ラィタニエ ソ出身が,20,749人
トラソスラィタニエ ソ出身が,17,541人
外 国か ら来た者が2,210人
であ った。 この合計4万500人の うち,居 住権 を もつ ものがな ん とた ったの7,8
67人(19.4%)であった。 ユ ダヤ人の新参者 の重要な生業は,小 商業,手 工
業,サ ーヴ ィス業 であった といわれ る。
東西南北,い た る ところか ら集 ま ケ,そ の知性 と技術 と怜倒 さに よって,し
っか りと根 をおろ した,お びただ しい数 のユ ダヤ人が,多 くの民族 とともに ウ
ィーソに住 んでいた。 しか し,と ブ リヨソは書 いてい る,「 これ らのユダヤ人
は,他 の都市 の場合 の よ うに,ユ ダヤ人街に とじこめ られていたわ け で は な
く　　コ
い。た しかに ウィーソのユ ダヤ人は,好 んで ドナ ウ運河 と ドナ ウ本流の湾曲部
には さまれた 島にある レオポル トシュタ ッ トに集 まってはい るが,そ れは古 く
1622年以来,か れ らが ここに住みつ き,店 舗 やユ ダヤ教会 を ここに もっていた
でコゆ
か らにす ぎないのである。」
1869年には,ユ ダヤ人4万 人の うち2万 人が レオポル トシュタ ヅ ト(現 在の
第2区)に 住 んでいたo
大体,宮 廷の まわ りには,オ ース トリア,ポ ーラソ ド,チ ェコ,ハ ソガ リー
の名門貴 族の邸宅があ った6だ か らかれ らは町 の 中心 に 住 んでいたわけであ
る。それに加 えて,小 貴族,高 級官僚層,工 業 家,旧 家か らな る上流社会が市
内(第1区)に 住 んだ。工業家 と商 人層は,リ ソグ(環 状道路)一 後述一 の近
くに住 んだ。外交官は第3区 に,小 市民階級は各区に,そ して労働階級 は第2
区か ら第9区 に いた る,町 の一一IS外側 の区に住 んだのであ った。(第2図 参照)
一般にユ ダヤ人は優秀 な民族 といえるか も しれない。それは もちろん,人 種
⑲ ドナウ川はよく洪水がおきて危険であった。1870年か ら1877年にかけて,調整工事が
行なわれ,ド ナウ本流が掘 られた。そこで,昔の ドナウ河は,ド ナウ運河と呼ばれるよ
うになった。
⑳ マルセル ・ブリヨソ 『ウィーンはなやかな 日々』音楽の友社,1976年,374ページ。
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的,民 族的理 由か らではない。 なぜな ら,ユ ダヤ人 も千差万別 の人か らな り,
その点では他 の民族 と同様であ るか らである。 だか ら,そ れが言 え る とす れ
ば,社 会に おけ るかれ らの立場 とそ こか ら出て くる志 向性に よるものに他 な ら
ない。その点については,い くつ かの特殊性は指摘できる。
ほ とんどのコ・ダヤ人は,新 しくウ ィーソへや って来た者 が多 く,そ れほ ど古
くない時代に各地 の ゲッ トーか ら出て来たのであった。新 しい土地 で生活す る
には,刻 苦精励 して家の経済的安定,し たが って社会的安定を える必要が あっ
た。かれ らが勤勉にな るのは,他 民族 の社会 に入 り込 んだ とい うその立場が,
それを不可欠に したのであ る。 また言葉を換 えれば,か れ らの勤勉 さ の 理 由
は,定 着 の短 か さに もよってい る,と もいえるのであ る。 かれ らは 「良い家
族」になる ことを欲 し,ま たそ う努力 しようとした。 シュテ ファソ ・ツヴァィ
クは,こ の良い家族 とい う観念が,「 ユ ダヤ人の本質 の最 も奥 深 く,最 も秘 密
て　ユひ
にみちた傾 向のひ とつ を表現 してい る」 と書いている。 ところで一般的には,
ユ ダヤ人の典型的な生活 目標は富む ことだ と考 え られてい る。 しか し,ツ ヴァ
ィクはそれを否定 し,つ ぎの よ うに弁明 してい る:ユ ダヤ人の本来の意志,ま
たはその内在的な理想は,精 神的な もののなかへ,よ り高度 の文化的な層へ と'
のぼってゆ くことであ り,豊 かにな る とい うことは真 の 目的へのひ とつの手段
であ って,け っ して内心 の 目標ではない,と 。
ところで現実世界 では オース トリアのユ ダヤ人,正 確 に言 えばユ ダヤの商人
層は,19世紀 オ ース トリア帝 国の工業発展に とって大 きな役割を演 じた。かれ
らの商売 ぽ,堅 実 と安全を旨 としていた。かれ らが豊かにな ってい った理由は
きわめ て単純 であ った。 アダム ・ス ミスの言 った 「先行 的蓄積」を実践 した こ
とにあ った。す なわ ち,収 入 の一部分 を年 々資本に投下 してそれを拡大 したの
である。慎重な態度 であ った と言 え よ う。 ドイ ツ系 オ ース トリアの貴族 の多 く
は浪 費家 であ ったが,ユ ダヤ人はそれを無分別な ことであ る と見な していた。
税 金は まだあ ま り高 くな く,利 子率が高か ったので債券投資は有利 であ った。
(21)StephanZweig,DieWeltvonGestern.FischerVerlag1978,S.21.ッヴァィ
ク 『昨日の世界』1ツ ヴァイク全集20,みすず書房。原書は中川教授より拝借 した。
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商業 的観察眼 と国際的見通 しを もつユ ダヤの商人層は,は じめ小規模 の資本 で
工場 を建 て,帝 国で最 も繁栄 したボヘ ミア(=ベ ーメソ)地 方 の繊維工業 の支
柱 とな っていた。
さて,反 ユ ダヤについて若干記 しておかねばな らない。 一般に,ユ ダヤ 人
は,『 ヴェニスの商人』 に象徴 され る商人根性 と,キ リス トを礫に して殺 した
民族であ るとい う宗教 的意味 との2つ の点で憎 まれた。 もっ ともこの際,キ リ
ス トがzダ ヤ人であ った ことは都合 よく忘れ られたのであ る。19世紀後半の ウ
ィーソで,ユ ダヤ人が どの ように思われ,扱 われたかについては,人 それぞれ
違 ってい るよ うであるが,ま ず ジ 一ーク ムン ト・フ ロイ ト(SiegmundFreud)は,
r自らを語 る』(Selbstdarstellesng,1925)の中 で告白 してい る。 「大学 には
1873年に入 ったわけであるが,そ こではは じめにい くつかのか な りの幻滅 をあ
たえ られた。 まず第1に わた しが遭遇 したのは,わ た しがユ ダヤ人であ る とい
うこ とだけ の ことで,自 分 自身を劣 等な ものだ と考 え,ま た,同 じ国民 とい え
くがコ
るものではないのだ と思 うべ きだ とい う不当な要求であ った」。 これ と反対に,
ツヴァィクは,か れが ユダヤ人 として嫌われた ことはない,と 書いてい る。 お
そ らくこれは,か れが大富豪 の息子であって特 別な人生 を歩めた ことに もよる
のではなか ろ うか。19世紀後半か らオース トリアの政界では,反 ユ ダヤ主義 を
かかげ る,ル エ ーガー(Dr.KarlLueger)指導 のキ リス ト教民主同盟が大い
に勢力を伸ば していた ことを考える と,フ ロイ トの体験 の方が一般的 だ った よ
うに考 え られ る。
多民族国家に住 んでいた ウィーソ人のモ ッ トーは,共 存共栄 であ った。それ
ゆ えユ ダヤ人は ウ ィーソで,気 軽で和協 の性向のあ る人び とに出会 った。 その
上,ウ ィーソ人 は精神的 ・審美的価値を高 くみな した。 もともと自分たちを と
りまく世界 の諸文化に情熱 的に適合 しようと思ってい るユ ダヤ人は,そ うい う
わけ で,ウ ィーソで 自分たちの課題を見出 した し,ま た実 り多い成果を挙げた
のである。ユ ダヤ人たちは ウィーンを愛 した し,ま た とくに芸術におい て 「ウ
こ　か
イー ソ 人 」 に な った と思 った 。
㈱rフ ロイ ト著 作集17』日本教文 社1974年,5ペ ージ。
㈱ ツヴァイ ク前掲書。 この書 は,概 して,ウ ィーソ とそ の時代の良い面 を,見 よ うと し
てい るげ
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オ ー ス ト リア の 文 化 ・芸 術 ・社 会 に 貢 献 した ユ ダ ヤ 系 の 人 物 は き ら星 ゐ ご と
くで あ った 。 た と えば,前 出 の,医 学 ・心 理 学 で の フ ロイ ト,文 学 で は,ア ル
トウ ール ・シ ュ ニ ッ ツ ラ ー(ArthurSchnitzler1862～1931),フー ゴ ー ・フ
ォ ソ ・ホF-一フ マ ソ ス タ ー ル(HugovonHofmannsta11874～1929),S.ッヴ
ァ イ ク(1881～1942)、音 楽 で,グ ス タ フ 。-7-一ラ ー(GustavMahler1860～
1911),ア ー ノル ト ・シ ェ ー ソベ ル ク(ArnoldSch6nberg1874～1951)、社
会 主 義 運 動 で は,ヴaク トル ・ア ドラ ーt(VictorAdler1852～1918)、そ し'
て 若 き=オー ス トロ ・マ ル ク シ ス トた ち で あ る。 オ ー ス ト リア の 知 的 活 動 の 重 要
部 分 は,ユ ダ ヤ 人 に よ っ て 支 え られ た とい っ て も過 言 で は な か っ た 。
生 い た ち
ル ー ドル フ ・ヒル フ ァ デ ィ ソ グ は,こ の ウ ィ ー ソ で そ の文 化 的 活 動 の一 翼 を
担 うこ とに な る の で あ っ た 。
か れ の 父 親 は,エ ミール ・ヒル フ ァデ ィ ソ グEmilHilferdingとい い,1852
　の
年7月17日 生 まれのユ ダヤ人であ る。 ミル フォP-・・Lド氏(Dr.PeterMilford)に
よれば,か れは,は じめか らウィーソに住 んでいた。祖先が いつ ウィーソに移
住 して きたのかわか らない。かれは,ア ソナ ・リースAnnaLissとい う,同
じくユ ダヤ女性 と結婚 した。 この夫婦は子供を2人 も うけた。1877年8月11日
に男の子が生 まれ,か れをRudolfと名付けた。 これが,わ が経済学者ル ー ド
ル フ ・ヒル ファデ ィングの誕生 であ った。ル ー ドル フの妹はマ リァMariaと
名付け られた。
か れの 生 まれた 家Geburtshausはどこであるか,は っき りしない。 しか
し,残 された記録か ら,今 の ところ,最 も古い住居は,か れがギ ムナジ ゥム時
代お よび大学に入 った頃に住 んでいた所 で,ウ ィーソ第2区 マル ッガ ッセ9番
地10号(Malzgasse9/10)であ る。 だか ら,こ れがかれ の生 まれた家 として
は最 も蓋 然性があ る。 この建物は現存 してい る し,少 くとも今世紀は じめか ら
㈱ ル ー ドル フ ・ヒル フ ァデ ィγ グ とマ ル ガ レ ー テ夫 人 の,第2子 。 ピー タ ー ・ヒル ファ
デ ィ ン グ。 筆 者 は,1971年,1976～78年に 氏 と度 た び会 って 話 を伺 い,聞 き と りを した 。
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そのままである。9番 地は この建物全体 であ り,10号は 〔日本流でい うと〕2
階にあ る住居Wohnung〔 アパー トの数室〕 である。
ル ー ドル フの出生届は,ユ ダヤ教 区会IsraelitischeKultusgemeindeに提
出された。 この教 区会は,当 時か ら1974年まで,ウ ィーソ第1区 シ ョッテソ リ
ソグSchottenring25番地に あった。 〔しか し,そ の 後,バ ウエル ソフェル
トガ ッセBauernfeldgasse4番地に移転 してい る。〕かれは,こ うしてユ ダヤ
教徒mosaischとして この世に生 を受けたのであった。
ル ー ドル フの出身階級につ いては,2種 類 の説が ある。 もっ ともそれぞれた
った一言か二言にす ぎない ものであ る。は じめて言及 したのは ドソ ブロウスキ
く　お
イで,ヒ ル フ ァデ ィソグの父が 「ある保険会社の勤め人であ った」 と書いた。
実 は これが正 しい ことがわか る。は じめての ヒル ファデ ィソグの伝 記を書 いた
のは ア レクサソダー ・シュタイソであ った。 そのかれは,ル ー ドル フが 「あ る
く　ゆ
裕福なユ ダヤの商人の家庭の息子 として生 まれた」 とした。 この説は,お そ ら
く他人の ことを念頭に置いて しまったのか,あ るいは聞 き誤 りであ る。 シュタ
イソは,ド イ ツ社会民主党 中央機関紙 『フォル ヴェル ツ』で働 いて以来,ヒ ル
ファデ ィソグと政治的友人であ った。 「商人 の」が誤 りであ ることがわか って
くる。W・ ゴ ッ トシャル ヒは,そ の説を受け継いだのであ ろ う,ヒ ル ファデ ィ
ソグを包括的に研 究 したその書 では,同 じ く 「あ るユダヤの商人 の家の出であ
く　 コ
る」 と書いた。
ところで,最 も新 しい言及は,イ ヴォソ ・ブル デが フラソス語版r金 融資本
く　　ヤ
論 』 に 寄 せ た 序 文 で あ り,そ こ に は,ル ー ドル フ の 父 が 「保 険 会 社 の 勤 め 人 」
で あ っ た と,ド ソ プ ロ ゥ ス キ イ 説 を 踏 襲 し て い る 。
要 す る に,ド ソ プ ロ ゥ ス キ イ=ブ ル デ 説 と シ ュ タ イ ソ=ゴ ッ トシ ャ ル ビ説 の
凋JohannesFischart[ErichDombrowski],1>幽θKδ ρノ診.VierteFolge.1)as
AltedasneueSystem.Berlin1925,S.247.
㈱Stein,op.cit.,S.6.
⑳Gottschalch,oP.cit.,S.13.
⑳YvonBourdet,Introductionzu:Hilferding,LeCapitatFinancier.Paris
1970,p.19.
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2つが並存 してい るのである。 それではル ー ドル フめ出身は何 だ っ た か。 私
は,ド ソ ブロウスキ イ説に軍 配をあげ る ものであ る。
ル ー ドル フが ウ ィーソ大学医学部へ入学す るにあた って書 いた学籍簿(Nat-
ionale)がその1つ の手がか りで,そ れはUniversitatarchivにあ る。 かれ
は父 の職業を 「勤 め人」Beamterと書 き込んでいる。 ミル フ ォー ド氏 も,ル
ー ドル フの父,す なわ ち同氏の祖父が,ahigheremployeeであると語 った。
またル ー ドル フは,マ ル ガレーテ ・ヘ ーニクスベ ル ク嬢 と結婚す るさいに,結
婚登録 を ウィーソの市庁WienerRathausに出 し て お り,そ れ は 戸籍部
Magistratsabteilungにあ るが,そ こでは父が勤め人Privatbeamterであ る
とし,つ づい てrア リアソツ』 の会計主任Hauptkassierder"Allianz"であ
ると明記 している。rア リアソツ』 とい うのは現在 もヨー ロヅパの大保険会社
の1つ であ り,古 い イタ リア系 の会社 であった。'これ らの諸事実か ら,ド ソブ
ロウスキイ=ブ ルデ説 の方が よ り正 しい ことが判明するわけ であ る。
、ル ー ドル フは また,社 会学的に表現すれば(ラ イ ト・ミルズ 『ホ ワイ ト・カ
ラー』の分類),旧 中間層 の出身ではな く,新 中間層の出身 であ ったのである。
少年 ヒル ファデ ィソグは,ウ ィーソのユダヤ人の半分が住 んでいた,レ オポ
ル トシュタッ ト(ウ ィーソ第2区)で 育 った。 そ して ウィーソ市民の誰で もが
住む よ うな普通の アパー トに住む,要 す るに,そ れは平凡な ユダヤ人の家庭 で
あ った。
ル ー ドル フ少年は,ギ ムナジウムに入学 した。10才に なる と入学す るこ とが
で きたのであ った。当時 ドイ ツでは,フ ォル クスシュー レ(=小 学校,あ るい
は国民学校)と ギ ムナジ ウムは別建ての コースであった。 しか し,オ ース トリ
ア=ハ ソガ リーでは,1869年の帝国国民学校法に よる と,フ ォル クスシュー レ
に通 うものは,満6才 か ら満14才まで とされている。 この8年 制 は,6年 に短
縮す る ことがで き,い くつかの州では6年 制 であった。 ヒル ファデ ィソグが小
学校 に通 った証拠 は今 の ところ見つか らない。 また ギムナジ ウムは,大 学に 入
る ことをは じめか ら予定 している老 が通 う,す なわちエ リー トが入 る学校であ
った。
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1890年に は,rf・一ス ト リア全 部 で,17,177のフ ォル ク ス シ ュ ー レ(小 学 校)
が あ っ た 。 ギ ム ナ ジ ウ ム と実 科 ギ ム ナ ジ ウ ムは173校 で あ った 。 就 学 義 務 年 令
の 少 年 は175万3,075人,少女 は172万4,940人で あ った 。 そ の うち フ ォル ク ス シ
ュ 一ーレに 通 う少 年 は142万1,638人,少女 は134万7,788人で あ った 。 ギ ム ナ ジ ゥ
ム と実 科 ギ ム ナ ジ ウ ムに5万2,959人の 生 徒 が 通 った 。 そ こで 教 え る教 官 は3,5
27名で あ る。1890/91年度 の お わ りに ギ ム ナ ジ ウ ムに 常 時 通 学 す る生 徒 は4万
4,780人で,そ の うち ロ 一ー一・・カ ト リ ッ クが3万6,754人,新 教 が1,136人,ユ
くハ
ダ ヤ教 が6,291人,等 で あ っ た 。348万人 の 生 徒 の うち4～5万 人 の生 徒 が ギ ム
ナ ジ ウ ムへ 通 うの で あ った 。
ヒル フ ァデ ィ ソ グ の ギ ム ナ ジ ウ ムは,ウ ィ ー ソ第2区 第1国 立 ギ ム ナ ジ ウ ム
K.K.erstesStaats・GymnasiumimII.BezirkeinWienとい い,か れ は こ
こで8年 学 ん だ 。 自宅 マ ル ツ ガ ッセ か ら歩 い て10分か ら15分ほ ど の所(II,Cirk
usgasse48.)にあ り,現 存 して い る。
オ ー ス ト リア の ギ ム ナ ジ ウ ム は,8学 年 制 で,は じめ の4学 年 は ウ ソ タ ー ・
ギ ム ナ ジ ウ ム,そ の 後 の4学 年 は オ ーバ ー ・ギ ム ナ ジ ウ ム とい った 。
さ て,か れ の 両 親 は 息 子 ル ー ドル フに 大 層 期 待 を 寄 せ て い た 。 そ れ もそ うだ
ろ う と思 わ れ る。 子 供 を 大 学 ま で や る とい う家 庭 だ か らで あ る。 また 一 般 に ユ
ダ ヤ人 の 家 族 は,す で に 述 べ た よ うに 文 化 的 志 向 は 強 か った 。 す な わ ち,ど ん
な に 貧 し くて も,息 子 た ち の1人 ぐ らい は 大 学 を 出 し て,ド ク トル 位 を と らせ
た い と思 っ て い た(大 学 を 出 る こ と と ドク トル 位 を 取 る こ とは 同 じ こ と で あ
る)。 もち ろ ん,ギ ム ナ ジ ウ ム8年 と大 学 の4～6年 間,息 子 の 収 入 を あ て に
せ ず,反 対 に 扶 養 し,授 業 料 そ の 他 を 払 うに は,一 定 以 上 の 社 会 階 級 に 位 置 し
て い な け れ ば な らな い 。 ヒル フ ァ デ ィ ソ グ の 家 は こ れ が で き る 程 度 の 階 層 に あ
った の で あ ろ う。 今 で い う上 層 サ ラ リー マ ソ で あ り,息 子 は ル ー ドル フ1人 だ
け で あ っ た 。 か れ は,ギ ム ナ ジ ウ ム → 大 学 とい う コ ー ス を 歩 む こ とが で き た 。
(29)Dr.A.Petersilie,Dasb'ffentlicheUnterrichtungswesenimDeutschenRei.
cheundindenubligeneuroPaischenKttlturlanden:.'Bd.1,Leipzig1897,S.
260-261.この文献 は増井三夫氏 に教わ る。
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両親の期待に もかかわ らず,「 ギムナジウムでは,か れは単に中位の生徒で
ぐヨゆ
あ った 。 努 力 家 で は な か っ た 。」 と,ド ソ ブ ロ ウ ス キ イ は 書 い て い る。 ヒル フ
ァ デ ィソ グ の よ うに 優 秀 な 人 物 に 対 して,こ れ は 信 じ難 い こ と で あ る。 し か
し,現 存 し て い るか れ の 卒 業 期 の 成 績 表 を 見 る と,ど うひ い き 目 に 見 て も,間
違 い で は な い こ とが わ か る。 オ ー ス ト リア で はvト ウ ー ラ(Matura)と い っ
て ギ ム ナ ジ ウ ム修 了 の さい に 大 学 入 学 資 格 試 験 が あ る。 マ トゥ ー ラ に 合 格 す れ
ば ど の 大 学 の どの 学 部 に も入 れ る の で あ る。 ル ー ドル フの ギ ム ナ ジ ウ ムに か れ
のMaturitatszeugnisが残 っ て い る の で,こ れ に よ っ て か れ の 成 績 が わ か る 。
(sehrgut;ausgezeichetをA,10benswertをB,befriedigendをC,genUgend
をD,nichtgenUgendをE,entsprechendを合 格,と い うふ うに,仮 に わ か
りや す く表 現 して み る。)
操行
宗教学
ラテソ語
ギ リシャ語
ドィッ語(教 科語 としての)
数学
物理学
自然史
哲学概論
??
?
?
?
?
?
?
?
?
試験の結果 「資格あ り」 とされた。 しか し 「歴史」が不合格であ り,再試験
〔13}
を受け,Dで パス し,結 局かれは1894年9月21日付で資格 証明 された。
現在であれば,ウ ィーソ大学医学部には入れないが,ル ー ドル フ の 成 績 で
も,当 時は入れたのである。かれの成績が よくなかった理 由は何 であ ろ うか。
高名な学者,偉 大 な思想家,歴 史上の人物 の中で,学 校 の成績 の悪か った人は
枚挙にい とまがない。 しか し,そ うい うだけでは ヒル ファデ ィソグに対す る具
{3①Fischart,op.cit.
Bl)この原簿は,注(1)の9の(皿)の作品に採録した。
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体的説明にはな らないであろ う。ギムナジウムの生徒のときすでに社会主義に
こ　 お
興味 を持 ち,運 動に参 加 した,と い うことがそ うさせた,と 考える こともでき
る。 それは,あ りうることであ る。
ただ少 くと も,当 時の ドイ ツ語 圏のギムナジ ウムは,必 らず しも,優 秀な,
創造 的な生徒が よい成績 を とれ るとはか ぎ らない状況が,確 かにあ った。
当時 ウ ィーソのギムナジ ウムは,1日4～5時 間,ま たは5～6時 間であ っ
た。授業は正午におわ ったか ら,始 ま りは早か った。 生徒 は朝飯 もそ こ そ こ
に,日 の出とともに学校にかけっけた。午後はそ うす る と自由な時間 だ った よ
うに思われ るが,そ うではなか った。宿題が どっさ り出たのであ る。かれ らは
それに取 り組 まねば な らなか った。 いやむ しろ,ギ ムナジウムの授業は宿題の
点検に あった とい って よかった。 毎 日5時 間 も木製 のペ ソチに座 らさ れ て い
た。 もちろん体操 の時間 もあ った。 しか し,日 本の小 ・中 ・高校を思 い浮べ る
と,そ れ とは随分ちが うのであ る。 オース トリアのギ ムナジ ウムには概 して,
校庭や運動場はなか った。 とくに ウ ィーソの よ うな都会 ではそ うであ った。ル
ー ドル フの第2区 第1国 立ギ ムナジ ウムも,石 造 りの ビル デ ィソグで,屋 内体
操室 があるだけである。そ こでただ ドタソ,バ タソ,体 操 をす るのであ った。
学 校は勉強の器械であ った。教師は,帝 国の役人であ った。数多 くあ る修道院
付属 のギムナジ ウムであれば,教 師は坊 さんであ った。先生 は,生 徒 よ り一段
と高い立場に お り,生 徒 と対等に話す ことはなか った。生徒の好みや 自主性 ・
自発性 とい うものは考慮 されなか った。
当時 の ウィーソの富裕な家庭 では,教 養 ある子弟 を もとうと心を砕 いた。教
養 あ る息子 とはす なわ ち大学出の,ド ク トルの肩書 を もつ人の ことであ る。親
はかれ らに フラソス語 と英語を学 ばせ,音 楽に親 しませ,躾 のために家庭教師
を置いた ものであ る。 ところが実際 には,大 学に入 るた めに必要 な ものだけが
「教養」 とされた。す なわち アカデ ミックな教養 だけが 「価値」を もっていた
のである。
学校(ギ ムナジウム)の 教科 目は どんな ものがあ ったか?そ れ らは,宗
(32)注(1)の2の文献参照。
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教,ラ テソ語 とギ リシャ語 一 両者は死語であ る一,ド ィ ッ語(あ るいは他
の教科語),地 理,歴 史,数 学,物 理,哲 学概論,で あ り,一 方,生 きた言葉
(すなわ ち,英 語,フ ラソス語,イ タ リア語 な ど),習字,図 画,唱 歌,速 記,
て　 カ
体操は,選 択 であ った。 ヒル ファデ ィソグの成績簿か ら見れば,こ れ らに加 え
て,自 然史,操 行がある。それ以外に幾何 も学 ばねばな らなか った。
とい うわけで,ギ ムナジ ウムの勉強は,実 際的関心や個人的関心をみた した
り,人 生や社会 の問題についてではなか った。ただ勉強のための勉強であった
のであ る。 またおまけに,生 徒の人格は法 的に認め られ ていなか った6自 分の
名前 で作 品を公表す る ことさえ禁止 され ていた。そのために,す でにギ ムナジ
ウム時代に詩人 として さっそ うとデ ビュー した,あ の若 きホ ーフマソス タール
は,本 名でな くロリス とい うペ ソネ ームで書かねばな らなか った のである。小
　り
学校や ギムナジウムの13年間は,だ か ら生徒 に とってバ ラ色の生活ではなか っ
た。いやそれ どころか退 屈 きわ まる ものであった。 それで もギ ムナジウムの低
学年においては不満がふきで るとい うには至 らなか った。 しか し高学年にな る
と,自 我に 目覚め,あ るいは 自主的に物を考 える ようにな った少年たちは,学
校のあ り方やゆ き方に,当 然消極的な抵抗心 ・反 機心を抱 くことにな った。か
れ らの一部は,学 校の教科 以外 の分野に関心を もつ よ うにな った。た とえば,
芸術に,音 楽に,文 学 ・詩 ・演劇 に,社 会問題に,そ の関心をふ り向けたので
あ る。それ らは当然,個 人の傾 向に応 じて異 っていた のではあるが,学 年 あ る
いは年代 のちがいに よる傾 向 ・風潮 もあ ったのである。 とくに文学 に傾倒 した
年代 もでてきた。 また社会主義運動 に情熱を傾け る年 代 もあった。 ヒル ファデ
ィソグは ギムナジウムの高学年 の とき,こ の潮 の流れ と出会 ったのである。
ハ プス ブル ク帝国の学 校は,毎 年 同 じ,ル ーテ ィソ ・ワー クをつづけ ること
に よって,実 は,社 会を静止 してお くために あった とい って よか った。 もち ろ
ん,教 育 を変え ること,あ るいは教育体制 が変わ ることは,難 か しい。 しか
倒19世 紀後半のギムナジウムで,どんな内容がどの程度教えられたかにっいては,
Petersilie,op.cit,,Bd.II.S.354ff.をみよQ
図 ッヴァィクは,当時小学校は5年,ギ ムナジウムは8年通 うものだと言っている。
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し,学 校を変 え よ うとい う作用 はなか った。ない とい うよりも,そ の ままに し
ご　 さ
ておこうとされたのである。権力老の欲望は 「静的社会の維持にある」か らで
ある。
か くして,自 発性に富んだ生徒が,必 ず しもよい成績をとれるとはかぎらな
いように思われるのである。
オース トリアは,半 絶対主義的な古い国であった。帝国は老帝に支配され,
将校や外交官になることができる者は貴族だけであった。商売や家屋敷は親か
ら子へ と伝えられた。道徳は古 く,芸術は保守的で,人 びとは因襲の上に生活
していた。国は ヒエラルヒー的に秩序づけ られていた。すべてが規範 どお りに
動いていた。通貨ナース トリア ・クローネは,純 金貨で通流 していた。財産を
持つ者は,毎 年どれほどの利子があがるかを精確に計算することができた。軍
人 ・士官はいつ昇進するかを,官 吏はいつ昇給 し,いつ恩給を受けるかを確実
に予測す ることができた。 この国はまた老人の国であった。 とい うのは,今 述
べた状況か らして,年をとらなければ,社 会的 ・経済的には,高 く豊かな地位
にのぼることができなかったのである。 したがって若い者には力や権威は与え
られなか った。 これを良 く言 えば安定 していた と言 うことはできる。
ところが,こ の帝国に徐 々に変化がおきは じめていた。19世紀後半か ら,経
くヨ　エ
済 が 急 速 に 発 展 しは じめ た 。 この 国 は 基 本 的 に は まだ 農 業 国 で あ った け れ ど
も,1848年の 農 民 解 放 令 を 契 機 に,近 代 資 本 主 義 が そ の 巨 歩 を 踏 み 出す 条 件 が
与 え られ た 。 そ して,金 融=独 占資 本 主 義 が,1870年代 に い ち 早 くは じ ま り,
1880年代 に は 他 国 よ り も早 く形 成 され た 。 大 銀 行 家 と大 工 業 家 が 経 済 を 支 配 し
つ つ あ った 。 も っ と も これ ら資 本 家 勢 力 は,決 して 君 主 制 を 倒 す 意 志 を もた な
か っ た 。 そ れ ど こ ろ か,か れ らは 王 朝 主 義 者 で あ った 。 帝 国 の 貴 族(=大 土 地
所 有 者 階 級)と 大 ブ ル ジ ョア とは ブ ロ ッ クを 組 み,そ の上 に 政 治 的 外 被 と して
ハ プ ス ブル ク君 主 制 が 餐 え 立 っ て い た 。
(35}ハロル ド ・ラスキ 『近代国家 におけ る 自由』 岩波文庫
㈱Vg1.OsterreichischeAkadmiederWissenschaften,hrsg.vonWandruszka
undUrbanitsch,DieHabsburgermonarchie1848-1918,BandI,Diewirtsc・
haftlicheEntwielelung.hrsg.vonAloisBrusatti,Wien1973.
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この旧社会 の内部に,社 会的 ・文化芸術的 ・イデ オ ロギー的な諸世界 で,19
世紀 のおわ りごろか ら,新 しい芽がふ き出 よ うとしていた。そ して1890年代 か
ら,あ の華やかな,新 しい ウ ィーソ文 化が開花す るのであった。それ らは,精
神の面 で,旧 社会 の没 落を先取 りした とい って もよか った。 ルー ドル フ ・ヒル
ファデ ィソ グが,そ の友人た ち とともに新 しい マル クス主義 を作 り上げ よ うと
努力す るのは,こ の時代 の新 しい波の一環 であ った。
か くして,わ れわれは,次 の章 で 「世紀転換期 におけ るウ ィーソの新文 化」
について,考 察の筆を進 めねばな らない。
